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「わが国で最初に動物学の語を使用した書」として江戸
科学古典叢書に採録されている(5)。スロイスは医師で
あったことからか，彼の講義した「化学（舎密学)」につ
いてはこれまでに僅かに紹介されたに留まっていた(6)。
今回，藤本純吉筆記の「舎密学･巻之一，二」(7,8)および
藤井貞為筆記の｢舎密学｣(9)を保存状態の関係から前者を
中心にして紹介し，スロイスの化学講義が当時（1870年
代）のヨーロッパの最新のものであったことを記す。
本論に入る前に明治初期のわが国化学の草創期につい
て簡単に触れる。従来のわが国の化学（舎密学）は輸入
した蘭書の翻訳であり，そのために最新の化学,情報を入
手する事は困難であった。安政４年（1857）にポンペが
来曰して，長崎で直接化学，医学の指導をするようにな
り，状況は大きく変化した。またハラタマが慶応２年４
月（1866）に長崎に着いて，物理，化学の教育を目的と
した｢分析究理所｣で化学の教育を始めたが，直ぐに(慶
応３年１月，1867）に江戸に理化学校を設立するために
移る事になった。ところが明治維新となり江戸では何も
出来ずに時を過ごした。明治２年（1869）に明治新政府
により「大阪舎密局」が開設され，５月から彼の講義が
序文
加賀藩は明治２年８月（1869）にオランダ・ユトレヒ
ト陸軍軍医学校卒の陸軍一等軍医ピータ－．Ｊ.Ａ・スロ
イス（PieterJASluys）と西洋医学の教育と患者の治
療について３年間の契約をアムステルダムで結んだ。ス
ロイスは夫人と共に明治４年２月に汽船で横浜に着き，
同年４月２曰に神戸経由で金沢に着任した。加賀藩は慶
応３年１０月(1867)に卯辰山に養生所を作り，黒田良安，
津田淳三等により患者の治療に当たっていたが，明治３
年２月に新たに大手町津田玄蕃邸跡に金沢藩医学館を作
り，最新医学の教育と入院・外来患者の治療を行うこと
にした。スロイスは早速ここで教授として迎えられてそ
の任務についた(1)。基礎学門として理学･化学･植物学・
動物学を，さらに専門の医学を広い領域にわたって教授
した。スロイスの行ったオランダ語の講義は通訳により
翻訳されて，学生により筆記された｡その第一回の学生
であった藤本純吉および藤井貞為により書き取られた多
数の講義録が伝えられている(2)。その医学についてはす
でに詳細に調べられ報告されている(3'4)。また動物学は
注：本論文では文献（７，８，９）のオランダ語の記載を引用した。
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始まった。その内容は「理化新説」に残されている('0)。
彼は講義に実験を取り入れた事が注目された。明治３年
1２月（1870）に彼は任期が切れて，翌４年３月にオラン
ダへの帰国の途についた。ハラタマの後任としてドイツ
人講師リッテルが明治３年１２月に着任した｡彼は始め加
賀藩が雇用する事になっていたが，費用が尽き大阪に
移ったと言われている。リッテルの講義は「化学曰記」
として翻訳されて明治９年（1876）に文部省より出版さ
れている('1)。この二人の化学の講義がこれまでにわが国
の草創期の化学として取り上げられて来た('2)。これらと
スロイスの化学とを比較すること，さらに1857年にファ
ン．デン。ブレックにより('3)，また１８６７年にミラーによ
り('4,15)出版された二つの化学のテキストと比較すること
により彼の講義を正しく評価することが可能である。特
に注目されるのは当時の最新の化学を記述したミラーの
テキストとの対比である。
によっている。
巻之一の内容目次は通論と各論及び仮説よりなり，各
論は｢無機抱合物第一篇｣よりなり次の非金属15種につい
て記述している。酸素*，水素*，窒素*，炭素*，塩素*，
臭素，沃素*§フッ素，硫黄，セレン，テルル，珪素*，
ホウ素，燐，砒素（＊の付いたもの以外は漢字音当てで
表記，＊蝋は旧名で表記されている。表Ｉ参照)。巻之二
の内容目次では「無機抱合物第二篇」の通論と各論及び
結晶論で構成され,各論で次の鑛属23種について記述し
ている。カリウム，ナトリウム，セシウム，ルビジウム，
リチウム，カルシウム，ストロンチウム，バリウム，アル
ミニウム，マグネシウム,ベリリウム,亜鉛,カドミウム，
マンガン，鉄，コバルト，ニッケル，クロム，錫，ウラ
ニウム，銅，チタニウム，モリブデン。（亜鉛，鉄，錫，
銅以外は全て漢字音当てで表記されている）以下にお
いて元素,化合物名のオランダ語表記はそのまま記した。
１－１．通論
まず，通論では舎密学の定義を述べている。「二三箇
ﾉ体結合シ以テココニー箇ノ新体ヲ為ス，又一個ノ体分
1．スロイス舎密学の概要
以下の記述は藤本純吉筆記「舎密学巻之一，二」(7,8）
表Ｉスロイス「舎密学巻之一」の元素表，非鉱属元素の部分(7)
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’元素記号、この単語のスペルは確認出来ない。
２原子量、３原子価
＊沃素、フッ素は現在とは違う元素記号が用いられていた。
２
離シ以テニ三箇ノ新体ヲ為ス。コノ如キヲ舎密現象ト名
久ソノ現象ヲ論スル学ヲ舎密学ト称ス」。例えとして
銅と硫黄の粉を混合した場合について論じている。混合
物と化合物（硫化銅）の違いは器械性術（物理的方法）
で分離できるものと，舎密学的方法で分離出来るものと
の違いである。（本書では「分析」を分離，「抱合」を化
合の意味で用いている｡）
蝋燭の燃焼ガスの分析実験を述べ，「蝋燭ノ成分ハ炭
素ト水素ナリ，今蝋燭大気中ノ酸素ヲ引クトキ，ソノ蝋
燭中ノ炭素ハ酸素卜抱合シテ,炭酸＝Ｃ＋Ｏト為り，水素
モ亦酸素卜抱合シテ水＝Ｈ＋Ｏト成ル。故二過量ナル者
ナリ｡」とロウの燃焼により質量の増加を説明している。
また，鉛の酸化によりその量が重くなることも記し，「舎
密術ニテモ究理術ニテモ曽テ宇宙間ノ物体ヲ消滅セシム
ル事能ハス。又夕新物体ヲ生スル事能ハス。凡ソ物体互
二抱合スルヤ，必ズー定ノ型アリ。」と質量の保存則を述
べている。
舎密学には注目すべき事が三件あり，それは「第一舎
密作用ノ原由(原因)」「第二ソノ作用ノー定則(法則性)」
「第三ソノ作用中ノ現象コレナリ（そこに起こっている
現象)｣に注目する事と記し，舎密学の対象には萬物が二
種に分けられ，抱合物（化合物）と単純体（単体）があ
り，二個の単純体が化学反応をして一個の集合体（化合
物）が出来ることを説明している。
これまでに６３元素が発見され，その元素中には液体．
固形体・気体があり，これらを鉱属と非鉱属に分けてい
るが,｢水素ノ如キ鉱属トスル者アリ非鉱属トスル者アル
カ如ク諸家一定セサルカ故ナリ」と述べ，当時元素の分
類に諸説があったことを示して，現在は一般には非鉱属
15,鉱属４８とされていると記している。スロイスの元素
標目には６３元素の和名，オランダ名，元素記号，和合量
（原子量)，価数（QuantieValentie，原子価）がリスト
されているが,表Ｉに非鉱属元素15種をあげた。この表
の原子量はハラタマのものとは大きく違っている('０)。さ
らに原子価についてリッテルは｢クウヲンチファレンス」
（適当力）として別の訳語（例，－アトム性，偶数適当
力元素，富－元素）を用いていた('1)。原子量はほぼ現在
の値に近いものが記されているが，銀，バナジウム，ウ
ラン，マンガン，インジウム，エルピウム，ランタンで
は大きくずれており，当時まだ正確には決定されていな
かつた事を物語ている。
１－２．仮説
非鉱属の各論の後に｢仮説Hypothesen｣があるがここ
では先に記す。この章では化学反応の法則について述べ
ている。まず，第一法則で論じた様に「総テノ原素ハ自
己ノ化合量或ハ化合量ノ幾倍ヲ以テ抱合（化合）スルモ
ノナリ」（倍数比例の法則）と述べ，「コノ法則ヲ弁解ス
ルコトノ為二舎密家ハ諸体皆舎密術ヲ以テ分チ得サル分
子ヨリ成ルト定ム，之ヲ「アトーム」卜名ツク｣。これは
原子の説明である。「｢アトーム」ノ種類ハ原素ノ種類ノ
数二斎シコト，－原素中ノ諸「アトーム」ハ悉ク同等ナ
リ」と述べ，「モシニ箇或ハ数箇ノ不同種類ノ｢アトーム」
結合スルトキハ舎密上抱合ヲナシ結合体（化合物）トナ
ル故二舎密抱合物ノ極小分子ハニ箇或ハ数箇ノ異種「ア
トーム」ノ結合ヨリ成ルモノナリコノ分子ヲ「モルキュ
ル」ト名ツク｡」と記されて原子，分子の定義を説明して
いる。元素の極微分子は１個の「アトーム」ではなく数
個の「アトーム」の結合より成るものであり，これも１
個の「モレキュル」であると述べている。
すべての化学反応は分子の間での互いの機能により進
むものであり，化学現象は分子中の各々の原子が位置を
変えるものであり，化学反応により分子の構造が変化す
る事を述べてその説明をしている。まとめとして「全テ
ノ「アトーム」ハ必ス定ツタル数ヲ以テ舎密作用ヲナス
モノナリ」と強調している。
「元素「モレキュレ」気状体トナルトキハ舎密抱合物
「モレキュレ」ノ気状体ノ容量二斎シソノ容量ハニ容ノ
水素瓦斯二同シ」と記し，（同温，同圧のもとでは）１立
方米の酸素ガスの｢モレキュレ｣の数は，１立方米の｢エー
セルオキシーデ」（ijzeroxyde，酸化鉄)＊等の気状体中
の「モレキュル」の数に等しい。この事から，「スベテノ
体ヲ温ヲ以テ気体トナストキハソノ膨張収縮ハコトゴト
ク同等ナルノ理明ラカナリ。」（理学温論）と述べて，等
温，等圧において１立方米の酸素ガスの分子数は１立方
米の「エーセルオキシーデ」の気体の分子数に等しい事
を説明している。これは｢アポガドロ数｣の考えである。
＊酸化鉄の気状体を例としてあげているが考え難い話
である。
「｢アトーム」ハ舎密抱合物二現在スル所ノ元素ノ極微
３
素，燐と水素との反応物，４）炭素，珪素と水素との反
応物の比較を行っている。その結果からグループ式によ
り第一群は各箇の元素は－「アトーム」の水素と化合し，
第二群は二｢アトーム」の水素と化合し，第三群は三｢ア
トーム｣，第四群においては四「アトーム」の水素と化合
するものであると説明している。もし，以上の元素が第
一群中の元素と化合する時もこの理に同じと述べて，次
の例を上げている。
１．ChloormonooxydeOnderchlorijzuurOnderbromijzuur
己)○ 二)・二)○
以下は引用されている化合物名のみとする。
２．Phospholtlichloride,Arseniktrichloride,Arseniktrijodide、
３．Chloorkoolstof,Methylchloride,Siliciumchloride、
これらの例ではすべての分子式で，第一群の元素は１
原子で水素１原子と結合する事から，この様な元素の原
子は１個の「和合位」を持っており，これをunivalent
l価と名づけている。また，第二群の元素はbivalentで
あり，これらの「ピファレント」の「アトーム」は化学
結合する時には「ユニファレント」の二「アトーム」と
反応する。同様に第３群は「trivalent｣，第四群は「qua
dravalent｣であり，舎密性価の差異をquantivalentie或
いはatomicitieと呼ぶと述べている。また，窒素群は
「トリファレント」（三価)であるが，恐らく或る化合に
おいてはquinquevalent（五価）と成っているものがあ
る。例えば「アンモニア」と塩化水素は直ちに化合して，
塩化アンモニウムとなる。NlIIH3＋ＨCl＝NvH4Clま
た，三塩化リンに塩素を加える時は五塩化リンとなる。
PmCl3＋Cl-Cl＝PvCl5（これは当時アンモニウムイオン
の概念はまだ無いためにこの様な説明をしていたと考え
られる。しかし，後記するアンモニアの項では「アンモ
ニウムラヂカール」について記している｡）
「許多ノ舎密抱合ヲ「ラヂカール」結合ト定〆得ル是
即チ不同種類「アトーム」合シテ原素ノ性質ヲ現ハスモ
ノナリ」ソレ｢ラヂカール｣ハニ筒以上ノ「ミュルチファー
レント」（多価)原素ヨリ成り互イニ飽和抱合ヲ成サルモ
ノナリ」と述べ，例として硝酸および硝酸塩中のＮＯ２は
「ユニファレントラヂカール」であると説明している。
硝酸は水の１個の水素原子をＮＯ２ラヂカールで交代し
たものであると述べている。酸素酸の場合はすべて硝酸
部分ナリ」また，「｢モルキュレ」ハ独立元素或イハ結合
体ノ極微部分ニシテ舎密抱合ヲ助形スルモノナリ」と述
べ，「舎密性現象ハ必ス「モレキュル｣の「フォリュムレ」
（分子式）ヲ以テ徴スベシ，然しドモ時トシテハ簡易ノ
為二「アトムフォリュムレ」ヲ用ユル事アリ。」と重要
な事柄を記している。そこで次の四例の化学反応を上げ
て説明している。
第一例：KClO3＝ＫＣｌ＋０３：塩素酸カリは熱によって
塩化カリと３容の酸素とに分解される事を示す｡しかし，
この反応は２個の塩素酸カリの分子が熱によって，第一
に分子が１分子の塩化カリと１分子の酸素と１分子の過
塩素酸カリに分解し，さらに熱する時，過塩素酸カリは
分解して１分子の塩化カリと２分子の酸素となる。
（１）２KClO3＝ＫCl＋KClO4＋０２，
（２）KClOFKCl＋２０２
第二例（以下は反応式のみを記す）
塩素は水素と直ちに抱合して塩化水素となる。この反
応を記載するときには二つの様式がある。
（１）Ｈ＋Ｃｌ＝ＨＣｌ
②:)+言)一二)+二）
第三例：酸化銀と過酸化水素の反応
：:)｡+:)q_::)+:)｡+:）
第四例：オゾンの分子は３個の酸素アトームより成り，
その中の１個のアトームを容易に遊離させる性質があ
る。故に過酸化水素と触合させると，「水素酸化物(水)」
と通常の酸素を形成する。これは次の式の様に書き表す。
：)｡+:)q-:)｡+,:）
この様に分子式を用いて化学反応式を表して，そこに含
まれる意味を説明している。
１－３．原子価とラヂカール（反応基）
［元素の原子価Quantivalentiederelementen］
すべての元素はその化学的性質に従って種々のグルー
プに分けられる。まず「グループ」中の諸元素について
互いの似た性質を述べている。これは水素と互いに比較
し得るものであるとしてｌ）ハロゲン化水素，２）酸素，
硫黄，セレン，テルルと水素との反応物，３）窒素，砒
４
と同じようにラヂカールで説明されるとして，硫酸はＳ
Ｏ２なる二価のラヂカールが，リン酸ではＰＯなる三価の
ラヂカールで構成されている事を，その置換体の例を上
げて説明している。同様にＯＨも「ヒドロヲキシーレ」
ラヂカールであるとしている。
アンモニアの項には「凡テノ「アムモニアキ」塩ハ其
「アトームフループ｣二｢アムモニウム｣＝ＮＨ４ヲ視ル是
レ「ユニファーレントラヂカール」トナリ存在スル」と
述べ，リッテルとは違った一価のアンモニウム基の存在
を示している。ラヂカールの同じ様な説明はリッテルの
「化学曰記」でも見られ「ラヂカル」（元分）と記してい
る('1)。当時は反応基をラヂカールと呼び現在とは意味が
異なっていた。これらの事柄はまだ酸の解離の考えが無
い結果から生まれたものと考えられる。
「ダルトン氏アトムテヲリー｣AtomtheorivanDalton
「己二論セシ窒素酸素ノ抱合ノ如ク酸素ノ化合量ハー
ニ三四等ノ順次二増加ス且ツ舎密抱合物ハ常二定タル異
重ヲ有スル事モ亦已二論セシ如シ然しドモ屡々二個ノ元
素一化合量ヨリ多数ヲ以ツテ抱合スル時ハ只化合量ノ正
数ヲ以ツテ増加スルノミニシテ半或四半化合量等ノ分数
カロワル事無シ」コノ化合量ノー位二水素ヲ以ツテ定ム之
レ其化合量最モ小ナレパナリコノ抱合法則二由ツテ「ダ
ルトン氏始テ「アトームテヲリ_」ヲ発明セリ」とあり，
以下にはこの説の説明があるが略す。
己二百年前二Cavendisch氏水ハ水素ノ容二分ト酸素ノ
容一分ヨリ成ルコトヲ発明セリ。（以下略)」と記して，
その試験法を三種挙げている。其の一つは水の電気分解
であり，図１の装置を示している。水に少量の硫酸を加
えて装置の２本のガラス鐘に満たして電池より電流を流
すと，それぞれのガラス鐘の中にガスを発生する。「ネガ
チーベポール｣(陰極)のガスの量は他極(ポスチーベポー
ル）（陽極)よりも２倍である。その多量のガスは水素で
あり，少量のガスは酸素である。「酸素ハ水素ヨリ重キ事
十六倍ナリソシテ酸素一化合量ヲ以テ水素二化合量ト抱
合ス故二水ノ符号ハＨ２０ナリ｡」と説明している。また
「Ｈ２０ナル符合ハ水ニシテ兼テＨ２，０１６ヲモ徴スル者
ナリ且ツ又二容ノＨ－容ノＯト抱合シニ容ノ水蒸気ヲ
為ス事ヲモ徴ス」と分子式の示す意味を説明している。
さらに水の合成実験装置の図（文献(9)の図６）を挙げ
ているが，この図はミラーのテキストの図('6)と同一で
ある(図２）｡水の分子式をハマタラは｢ＨＯ｣で('０),リッテ
ルは｢Ｈ２０｣で記した('1)。スロイスにより初めてｒＨ２０」
と記すことが教えられたのである。
次に第三の窒素の項から窒素水素の抱合よりＡｍ
ｍｏｎｉａｋの一部分を示す。
Ａｍｍｏｎｉａｋ
符号ＮＨ３モルキユレ菫十七「ジフトヘード」
（稠密？）８．５
ここでは塩化アンモニウム（ホロールアムモニュム）
について興味ある話が書かれている。
「是往昔ハ只「エヘプテ」（エジプト）領ノアンモニア
郡ニテ製セリ之レ即チ酪駝ノ尿中ヨリ得ラレルモノナ
リ。コノ郡ニハ「エピテルアモン」神ノ寺院アリテ諸人
皆ナ賂駝ニノリ参詣ス故二自然其ノ尿多シ之し当今尚ホ
「アムモニアキ」ノ名アリ所以ナリ」とあり「アンモニ
ア」の名の由来を示している。さらにグアノの話も記さ
れている。
この話はミラーのテキストに（第二部の106頁および
457頁）次のように記されている('5)。
Thisimportantcompoundhasreceivｅｄｔｈｅｎａｍｅｏｆ
ａｍｍｏｎｉａ，fromthecircumstanceofitshavingbeen
obtainedfromasaltfirstprocuredinLibya,nearthe
templeofJupiterAmmon，andhencetermedsal
ammoniac．
１－４．各論，無機抱合物第一篇非鉱属
この章では第一の酸素から第十五の砒素まで各元素の
性質,その単離,化合物の合成とその性質などを詳しく述
べているが，詳細は避けて各々の元素の項に記された化
合物の分子式および生成反応式とその反応性を示す反応
式を表11にまとめた。これによりスロイスは非常に丁寧
なそして詳細な化学の講義をしていた事を理解すること
が出来る｡反応式の例の多いことはハラタマ，リッテルの
講義とは大きく違っている。また反応式の記述法が現在
使用しているものと同じである事も注目すべきである。
第二の水素の項にある酸化水素，水の部分を次に例示
する。
酸化水素即水＝Waterstofoxydeまたはwater
分子量十八稠密九符号Ｈ２０
ｒ水ハ水素ヲ火気中或ハ酸素中二焚焼スルニ由テ生ス。
Ｉ５
表１１舎密学巻之一，非鉱属元素の各論に見られる化学反応式および注目される事柄(7)
酸素塩素酸カリの熱分解、酸化マンガン、酸化水銀、酸化、酸化現象、
オゾン（乾燥酸素中で越気焔（放電）する)、ヨウイヒカリー澱粉反応
水素固定ガス＊
H2SO4＋Ｚｎ＝ZnSO4＋Ｈ２；)o十K=;)o+Ｈ
酸化水素（水）Ｈ20,水の甑気分解、飽和溶液、結晶水、
塩類の潮解性、風化物、硫黄含有水仙代温泉）
重酸化水素Ｈ202,BaO2＋Ｈ２０＋CO2＝BaCO3＋Ｈ２０２
ＡｇＯ＋Ｈ202＝Ａｇ＋Ｈ２０＋０２(還元性）
窒素固定気体＊
ＮＨ４ＮＯ２＝Ｎ２＋２Ｈ２０
大気の話
ノ
硝酸と硝酸塩ＫＮＯ３,ＮａＮＯ３
ＮａＮＯ３＋Ｈ２ＳＯＦＨＮＯ３＋NaHSO4
FeSO4による硝酸の検出反応
酸素酸、アルカリ塩、
Ａｇ２０＋２ＨＮＯ３＝Ｈ２０＋２ＡｇＮＯ３
Ｎ２０５２ＡｇＮＯ３＋Ｃ12＝２ＡｇＣ１＋Ｏ＋Ｎ２０５
Ｎ２０ＮＯ３ＮＨ４＝Ｎ２０＋２Ｈ２０
ＮＯ３Ｃｕ＋８ＨＮＯ３＝３ＣｕＮＯ３＋４Ｈ２０＋２ＮＯ
Ｎ２０３Ａｓ２０３＋２ＨＮＯ３＋２Ｈ２０＝Ｎ203＋２Ｈ３ＡｓＯ４
ＮＯ２２Ｐｂ(ＮＯＪ２＝２PbＯ＋０２＋４ＮＯ２
アンモニア、塩化アンモニア
２NH4Cl＋ＣａＯ＝CaC12＋Ｈ２０＋２ＮＨ３
液化アンモニア、アンモニアの気化熱による人工氷の製造
炭素ダイアモンド、グラファイト、炭、アロトロピー（同素体）
酸化炭素、炭酸CO2、大理石
ＣａＣＯ３＋２ＨＣｌ＝ＣＯ２＋CaCl2＋Ｈ２０
一酸化炭素ＣＯ
ＣＯ２＋Ｃ＝２ＣＯ
Ｃ２Ｈ２０４＝ＣＯ＋ＣＯ２＋Ｈ２０（シユウ酸）
炭素水素の抱合体、ＣＨ４,ＣＨ２ＣＨ２,Ｃ２Ｈ４
塩素２NaC1＋MnO2＋２Ｈ２ＳＯ４＝Ｃ12＋Ｎａ２ＳＯ４＋２Ｈ２０＋ＭｎＳＯ４
ＨＣ１Ｈ２＋Ｃ12＝２ＨＣＩ
ＮａＣ１＋Ｈ２ＳＯ４＝ＨＣｌ＋ＮａＨＳＯ４
Ｃ１２０ＨｇＯ＋２Ｃ12＝Ｃ120＋ＨｇＣｌ２
ＨＣ１０３６ＫＯＨ＋６Ｃｌ＝５ＫCl＋ＫＣｌＯ３＋３H20
H2SiFI6＋２ＫＣｌＯ３＝K2SiFl6＋２ＨＣｌＯ３
Ｃ１２０３２ＫC１０３＋２ＨＮＯ３＋As203＝Ｃｌ２０３＋２ＫＮ０３＋２ＨＡｓＯ３
ＨＣ１０４３ＨＣｌＯ３＝ＨＣ１０４＋Ｈ２０＋Ｃ12＋２０２
硫黄H2SO3,H2SO4,H2S203,H2S206,H2S306,H2S406,Ｈ２Ｓ５０６
ＳＯ３２FeSO4＝Fe203＋ＳＯ２＋ＳＯ３
Ｈ２ＳＯ４３ＳＯ２＋２Ｈ２０＋2HNO3＝３H2SO4＋２ＮＯ(鉛室法）
H2S203H2S203＝Ｓ＋Ｈ２ＳＯ３
Ｈ２ＳＦｅＳ＋H2SO4＝Ｈ２Ｓ＋ＦｅＳＯ４
ＣｕＳＯ４＋Ｈ２Ｓ＝ＣｕＳ＋Ｈ２ＳＯ４
ＦｅＳＯ４＋２ＫＯＨ＋Ｈ２Ｓ＝ＦｅＳ＋K2SO4＋２Ｈ２０
リンＨ３ＰＯ３ＰＣ13＋３Ｈ２０＝H3PO3＋３ＨＣｌ
Ｈ３ＰＯ４Ｐ205＋３Ｈｚ０＝２H3PO4
HNa2PO412H2QNa3PO412H20，ＮＨ４ＭｇＰＯ４６Ｈ２０
Ｈ４Ｐ２０７２Ｈ３ＰＯ４＝H4P207＋Ｈ２０
ＰＨ３３ＫＤＨ＋Ｐ４＋３Ｈ２０＝３ＫＨ２ＰＯ２＋ＰＨ３
砒素As203,Ag3AsO3,As205,HaAsO4
AsH3，As2S2,As2S3,As2S5,Na3AsS4
*固定ガス、固定気体は当時は液化の出来なかった気体を意味する。
６
Ｍ
ｎⅢⅡＩＵ
:
水の水素と酸素混合気体よりの合成実験
下のガラス瓶Bに混合気体を入れて置き，上の反
応容器Aに移し,ライデン瓶Dに蓄電した電気を電
極ｂに送り，スパークを発して水素と酸素との反
応を行う。生成した水の量を調べる。文献(9)の図
は傷んでいるために文献(10の図を引用した。
図２図１水の電気分解の装置
文献(7)の00頁，第六図より
ItwasformerlyimportedfromEgyptinconsider‐
ablequantityasaproductofthedistillationofdried
camel'sdung,－－－－
この内容からスロイスはアンモニアの話はミラーのテ
キストから引用したものと考えられる。
このアンモニアガスは通常の温度において７「アトモ
スヘール」の力を以って圧する時は無色流体となる。こ
の流体は零下38度において沸騰して，零下75度にて氷
となる。この流動「アンモニアッキ」を以って当今人工
氷を製造すると述べ,Caree氏の造氷器を紹介している。
解点をのべ，Ｋｗｉｋ(Ｈｇ)-40°ＣからPlatina2000oCまで
の例を示し，金属の熱に対する挙動を説明している。
「鉱属ノ固形体ニオイテノ固有温ハ化合量ト逆比例ス
ルモノナリ之二由テ「ソールテレーキワルムテ｣Soorteli‐
jkewarmteト化合量ノ功積ハ常二同等ナルヘシ此数ヲ
「アトーム」温（Atoomwarmte）ト名ツク此理二由テ
総テノ鉱属悉ク同一「アトーム」温ヲ有スルコト明ラカ
ナリ」とある。これは「原子熱」であり，それは「元素
の比熱（固有温）と原子量（化合量）との積は元素１９ｒ
原子に対する熱容量であり一定である｡」とするノイマン
ーコップの法則である。ミラーはDulongandPetifs
laWと記して原子熱の話を記述している('7)。つぎに金属
の原子熱の例を上げている（表Ⅲ)。
次に「鉱属の所在」では自然界での鉱属元素の存在形
態について述べているが詳細は略す。「鉱属舎密性の性
質」では鉱属は互いに抱合すること有り又非鉱属とも抱
合すると述べ，鉱属互いの抱合物をlegeringと云い，こ
の「レヘーリンフ」鉱属は舎密性性質を持っている。こ
れは合金の話である。例として貨幣は黄金と銀との「レ
ヘーリンフ」より成るものは用いられない。これは軟靭
にして速やかに摩滅するからである。これに対し黄金と
2．舎密学巻之二
無機抱合物第二篇鉱属
２－１．通論
「当今ハ四十八箇ノ鉱属宇宙間二存在スルヲ知ル総テ
ノ鉱属ハ通常温ニオイテハ固形体トナル但シ水銀ハコノ
例二従ハスシテ流動体ナリ」｢総テノ鉱属ハ必ス光輝ヲ有
シ又温及越列幾（エレキ）ヲ非鉱属ヨリモ能ク導クモノ
ナリ」と金属の一般性を説明している。さらに鉱属の異
重（密度）は甚だ差異があると述べ，その表を示し最大
のIridium（21.8）から最小のLithium（0.593）まで２９
の金属の密度をあげて，密度５以下のものは軽鉱属，５
以上のものは重鉱属と呼ぶと述べている。また金属の熔
７
表Ⅲ元素のアトーム温(8)
Atoomwarmte（原子熱）E1ementenSoortelijkewarmte(比熱）Atoomyviy(原子量)＊
２
５
８
０
８
６
７
５
０
８
●
●
●
●
●
６
６
６
６
５
3９．１
２３
７
２４
２７．４
k21ium
Natrium
Lithium
Magnesium
A1uminium
0.1695
0.2934
0.9408
０．２１４３
０．２１４３
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
（表には２０の元素の値が挙げられているが略す｡）
*atoomyviy＝atoomgewichtと考えられる。
Natriumphosphaat＝Ｎａ３ＰＯ４
鉱属の硫化物の酸，アルカリに対する溶解性の違いに
より，「分析舎密｣上で鉱属を別けることが出来ると述べ
ている。
銅或いは黄金と銀と銅のルヘーリンフ」で製するとき
は甚だ堅硬で摩滅する事はない。銅と錫の合金の話にも
触れている。さらに水銀と他の鉱属との抱合物をａｍａＬ
ｇａｍａと云う。アマルガムの熔解点は必ず水銀の熔解点
よりも高くなると記している。合金およびアマルガムを
「抱合物」としていることは注意を要する。 ２－２．鉱属区別
鉱属をその物理的，化学的性質に従って種々の綱に区
別するとして次の様に分けて，それぞれの特徴を簡単に
説明している。
「Metaaloxyden」ではbasicheoxydeで酸化物，水
酸化物を，superoxydeでは二酸化マンガンの反応例を
示している。
ＭｎＯ２＋４ＨＣｌ＝MnCl2＋２Ｈ２０＋Ｃｌ２
ＭｎＯ２＋Ｈ２ＳＯＦＭｎＳＯ４＋Ｈ２０＋Ｏ
「Zout」（塩）は「モシ酸中ノ水素鉱属ト交代スル時ハ
ー箇ノ新体ヲ得ル之ヲ舎密性塩卜名ツク」とあり，塩の
合成法３種をあげている。次に塩の種類として(1)ｎor‐
malezoutとしてＫCl等を例としてあげている。(2)Zur‐
ezout（酸性塩）は例えばKHSO4，NaH2PO4などを，
(3)basischezout（塩基`性塩）の例として
,器)q+PbHpF2淫)Ｍ
を挙げているが，分かり易くするために書き改めた。
Ｐｂ(ＮＯ３ｈ＋Pb(ＯＨｈ＝２Ｐｂ(ＮＯ３)(ＯＨ）
「Sulpho-zouten」sulphiden（硫化物）は酸化物の酸
素を硫黄に置き換えたものと考えればよいとして次の例
を挙げている。
NatriumsulphideNatriumoxyde
N:)§ Ｎ:)○
Antimoniumpentasulphide＝Sb2S5
Phosphoruspentoxyde＝P205
Natriumsulphostibirat＝Na3SbS4
第一綱A1kalimetalen
Kalium,Natrium,Caesium,Rubidium,Lithium、
第二綱Aardalkalimetalen
Calcium,Strontium,Baryum、
第三綱Aardmetalen
Aluminium,Beryllium,Yttrium,Erubium,Cerium，
Lanthanium,Didymium＊、
第四綱Zinkgroep
Magnesium,Zink,Cadmium,Indium・
第五綱Ijzergroep
Mangaan,Ijzer,Kobalt,Nikkel,Chromium，
Uranium
第六綱Tingroep
Tin，Titanium，ZirkoniumjThorium，Tantalium，
Niobium・
第七綱Wolframgroep
Molybdaenium,Wolframium・
第八綱Antimoniumgroep
Antimonium,Bismuth,Vanadium、
第九綱Loodgroep
Lood,Thallium．
８
第十綱Zilvergroep
Koper,Ｋｗｉｋ，Zilver、
第十一綱Goudgroep
Goud,Platina,Palladium,Rhodium,Ruthenium，
Iridium,Ｏｓｍｉｕｍ・
各綱の説明は略す。＊Didymiumはその後誤りである
ことが明らかとなった幻の元素である。
司具十掌
図六十学
２－３．結晶論KristalIographie
r殆ド総テノ躰例スルニ原素又ハ抱合物ハ流動体或ハ
気状体ヨリ固形躰二移り行ク時ハ平面ヲ以テ境サレタル
規則正シキー定ノ形状ヲ取ルモノナリコノ形状ヲ結晶卜
名ツク。規則正シキトハ算術ヲ以テソノ内容ノ度ヲ正シ
ク算シ得ルヲ云ウ」と述べ，結晶はその形状をstelsel系
統で以って分類するとし,次の６種の系統を挙げている。
第一Regelmatigeregulierestelsel
正形系統（立方品系）
第二Quadratischestelsel（正方品系）
第三Hexagonalestelsel六角系統（六方品系）
第四Rhombischestelsel（斜方品系）
第五Monoklinischestelsel（単斜晶系）
第六Triklinischestelsel（三斜晶系）
（）内には翻訳名が無いために現在の名前を記した。
第一の正形系統について次に示す。
「ソノ系統ハ三筒ノ同大ナル軸ノ互二垂線二位シダル
モノナリコノ系統二属スル単一ナル結晶ハCubusマタ
ハHexaider(Zesvlak）（六面体）（第十三図)，Octaeder
（八面体）（第十四図)，Rhomberdodecaeder(斜方十二
面体）（第十五図)，Tetraeder（正四面体）（第十六図)，
ナリ。diamond,loodglans1,zvavelkies2,keukenzout3，
aluin4，granaats等結晶ス」（図３)。
注）１．硫化鉛PbS，２．硫化物，３．食塩，４．明
響，５．大理石
第二から第六の晶系についても同様に詳しく説明され
ているが詳細は略す。
「夫レ総テノ結晶ハ必ス以上ノ系統中ノーニ属スルモ
ノナリ然しドモ或ル結晶ニオイハー系統ノ数種ノモノ合
シテソノ形状ヲナスモノアリ。（中略)或ル物体二於イテ
ハニ筒ノ系統二従上結晶スルモノアリ之ヲDimorphie
（二形）ト名ツク例スルニ炭素，硫，炭酸加児基等ノ如
図３正形系統ノ結晶ノ図
シ・庶多ノ抱合物ノ舎密性及ピソノ結晶類似スル時ハ之
ヲIsomorphieト名ツク例スルニnatriumchloride
（ＮａCl)，natriumjodide（ＮａJ)，natriumbromide
（ＮａBr)ハ悉ク「キュピュス」ノ形二結晶ス故二是レ｢イ
ソモルイフィ－」（同形）ナリ｣。この様に結晶系につい
ての説明がある。
２－４．鉱属各論
すべてを網羅することは出来ないから一例を挙げるに
とどめる。
第一綱Alkakimetalen
Kalium，Natrium，Caesium，Rubidium
Lithium，（Ａｍｍｏｎｉｕｍ）
（１）Kalium又はPotassium
rアトーム」重３９．１符号Ｋ
「カリウム」ハ其初〆越列幾流通（電気分解）ヲ以テ
「カリユムヒドロヲキシーテ」ヨリ得ル者ナリ｣。［製造
法］が書かれて，金属としての性質と「カリウム」抱合
物についての説明があり次の化合物を挙げている。
「カリウム」の「ヲキシーデ」K201K2021K204
kaliumnitraat＝Salpeter硝石符号ＫＮＯ３
天然産硝石，製法(硝石丘法)，インド硝石の話，結晶
は「ロムピセ」系統に属すこと等を説明している。
「火薬」Buskruit
「火薬ノ最上ナル者ハ大抵二「モレキュレ」ノ硝石一
「アトーム」ノ硫三「アトーム」ノ炭素ノ混合物ヨリナ
ルモノナリ（以下略)｡」と火薬の組成を述べ，次に火薬
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
＝■ ＝
＿●P● ●
丁一
９「
０
０９
●
Uｃ
のト・・・の句
の燃焼反応について説明している。
炭酸加里Kaliumcarbonaat符号K2CO3
製法と性質を詳しく述べている。
Kaliumchloride＝ＫCl(塩素の項を参考すべしとある）
塩酸加里KaliumchloraatKClO3
製造法晒し粉水中に塩素を飽和させる｡反応式あり，
性質で酸化作用を記す。
KaliulnjodideKJ
製造法の説明あり。
カリウムと硫との抱合，Ｋ2S，K2S21K2S31K2S5が挙
げられている。
KaliUmsulphaatK2SO4，製造法の説明あり。
紫色ヲ与フルヲ以テス「カリウム」ノspectrum焔ハニ筒
ノ透明ナル線ヨリ成り，而其一線ハ「スペクトリュム」
ノ赤部其一線ハ紫色部ニアリ」とあり，さらにカリウム
塩の溶解性，吸湿性を記し，「プラチナホロリーデ｣と反
応して黄色結晶沈殿が生じる。これは「カリウムプラチ
ナホロリーデ」（２ＫCl＋PtC14）であると説明している。
文献(9)には分光器の図を示している。
他の元素についても同様に詳しく記述されているので，
元素名および化合物名をまとめて次の表に示した(表Ⅳ)。
３．考察
｢カリウム抱合物ノ特徴」
｢カリウム抱合物ノ最善ノ徴候ハ光輝ヲ発セサル焔二
これまでにスロイスの講義した化学の概要を説明して
きたが，その内容が非常に幅広くかつ詳細であった事が
表Ⅳ鉱属元素及び化合物
舎密学巻之二に記載されている化合物(8)鉱属元素名，原子量，符合
第一綱アルカリ金属
(1)Kamum K20，Ｋ202,Ｋ204,Salpeter硝石ＫＮＯ３,Ｋ2003,ＫＣｌ,ＫＣ103,ＫJ〉
PotasBiu1m K2SK2S2,K2S3,K2S5,K2S04,2KCl+PtCl4
39.1,Ｋ
(2)Natrium NaC1,海水，Na2CO3,NaHCO3,NaNO3,Na2SO4，
２３，Ｎａ Ｎａ２Ｂ４０７１０Ｈ２０，natriumsilicaat
(3)Caesiumla3,Ｃｓ
(4)Ijthium７，Ｌｉ
(5)アムモニュム特別にこのところにアンモニウム化合物が記されている。
ＮＨ４ ＮＨ４ＣＬ（NHJ4C308，（NHJHS
第二網Aardalkalimeta1en
(1)Calcdum CaO,CaCO3,Dolomjet,CaSO4,CaC12,CaF2,Ｃａ3(PＯＪ２
４０，Ｃａ
(2)StmntiumSrMO6
87.5,sｒ
(3)Baryum BaO,BaO2,BaClaBaSO4,Ｂａ(NＯＪ２
137,Ｂａ
第三網Aardmetalen
(1)AluminiumAl203,Ａｌ2018,Ａ上(SO4)3,KaliumaIum＝K2Al2(SO4)4＋24H２０(明鞠
27.4，Ａｌガラス（ソーダガラス，カリガラス，鉛ガラス，緑色ガラス）陶器,土器
(2)Beryllium9､３，Ｂｅ
第四網亜鉛部
(1)Magne8iumMgQMgH202,MgCh,MgSO47H20,MgCO3,MgNH4PO46H20
２４，Ｍｇ
(2)Ｚｉｎｋ６Ｍ，Ｚｎ ＺｎＯ,ＺｎＳＯ４７Ｈ２０,ZnCO3,ZnCl2,ＺｎＳ
(3)Cadmmmll2，ＣｄＣｄＳ,CdJ2,CdSO4,Cd-amalgam
(4)Indium35､９７，１、
1０
第五綱鉄部
(1)MangaanMnH202，MnSO45H20,MnClaMnCO3ⅢＭｎ0,Ｍｍ03,Ｍ,02,
55,Ｍｎ ＫＭｎＯ４
(2)Ijzem碗rrium鉄鉄限石,純鉄,錬鉄,鏑(さび),鋳鉄,鉄の精錬,鏡鉄，
56,恥白色鋳鉄,灰色鋳鉄，鋼鉄，ベツセメル氏法
magnetischijzeroxydeFb304，Dubble-ZvaveUj8er＝FbS2Fe203，
Hb4H60d,ijzersteen，恥2CIB,比０，ＦｂＳ,Ｆｂ２Ｎ,碗CO3,晩SO4
(3)Ｋｏｂａｌｔ５８､７，ＣｏＣｏＯ,CoCh，ＣＯ(NO3ﾙ，CoSO4，Co203
(4)Mkke１５８．７，Ｎｉ合金,NiO,Ｎｉ(NOJ2，NiCO3
(5)Ｃｈｍｏｍ 鉱石Cr2FeO4,ＣＩＯ,Cr203,Cr304,CrO3,CrCl2,ｏｒ211606,
56.5,CrCr4H609，K2Cr2(SO4)４２４H20,K2CrO4，K2Cr207，K2Cr301o，PbCrO4，
Ag2CrO4,ＢａＣｒＯ４,ＫＣｌＣｒＯ３
(①Uramuml20，ＵＵ３０４,ＵＱＵ２０３
第六網錫部Ｔｍ,Thorium,ntanium,Tblntalium,Zircomum，NiObium
(1)錫Tin,Stannum,１０８，ＳｎＳｎＯ２,SnO,H2SnO3,SnC14,SnS,ＳｎＳ２
②TUtanium50，ＴＩＴＩＯ２
第七網WOlhPaamgroep
(1)Molybdaemum9aMo
(2)WOlfPamium８４，Ｗ
MOS2,MOO３，アムモニユムモレブダート
ＦｅＷＯ４，ＣａＷＯ４
第八綱Antimomumgroep
(1)Antimoniuml22，Ｓｂ Sb203,Sb205,H4Sb207,SbC18,SbCl5,Sb2S3，
Sb2S5，SbH3
Bi2S3，BiCh，Ｂｉ203,H3BiO3，Ｂｉ(NO3)３５H2０(2)Bi8muth210，Ｂｉ
③Vanadium51､３，Ｖ
第九綱鉛部
(1)Ｌｏｏｄ鉛PbH202,PbO,Ｐｂ(NO3)２，loodacetaat，PbCO3,PbSO4,ＰｂC12,
207,PbPbJ2,PbSPbCrO4
(2)ThaUium204，、
「スペクトラールアナェイセ」＝由テ初メテ発明セシバ1861）「コノ鉱属ハ
未ダ両間二多ク見出セス」「タリウムスペクトリュム」ハ一條ノ透明ナル
緑色線ヨリ成ル」
第十網銀部
(1)銅Kopell銅鉱石:コーペルキースCuS+Fe2S3，コーペルハランスＣｕ２Ｓ
Ｃ叩riumマラヒートCuCO3+CuH202，ロートコーペルエルツＣｕ２０
63.5,Ｃｕ銅合金、cuprid(２価銅)化合物CuCl2,Ｃｕ0,c叩、（１価銅)化合物
Cu2Cし,Ｃｕ20,CuSO45H20,Ｃｕ(NOJ26H20,CuC12,CuCO3+CuH202
CuSO4+2ＮＨ３，キユペローアムモニユムシユルフアート＊
CuAaCuS,Ｃｕ２０
＊アンモニウム錯体の考えがまだ無い時代のために硫酸銅とアンモニアと
の反応物はこの様に書かれている。
(2)水銀KwiksilvenKwik
200,HgcinnabarHgS,HgO,Ｈｇ(NOJ2,ＨｇＣｈ,Hg2CMカロメル）
(3)銀ZilverArgintum
lO8、ＡｇＡｇＳＡｇＣ１,AgBr;Ａ940,Ａ920,Ａ9Ｎ03,Ａ9匹Ａｇ２Ｓ
I（
Ｆ１
第十一綱金部
(1)金Goud,Aurum，１９７，AuAuCl2，Ａｕ203,KAuO2
(2)白金Platina197.5,ＰｔＰｔＣＬ
(3)PanadiumlO66，Ｐ。
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分かる。この講義を同じ時代に大阪舎密局でハラタマと
リッテルにより行われた講義と比較した。この二人はわ
が国の化学の草創期に活躍したと言われている人物であ
る('2)。まず，明治２年５月から行われたハラタマの講義
の記録「理化新説」には，原子量は酸素を１００とする方
法で求めたものがリストされている('0)。そのために分子
量は記載されていない。化合物，化学反応を説明するた
めに必要な分子式の記載は非常に僅かであり，水の分子
式はＨＯと記されている。さらに硫酸鉄（11）はＦｅＱ
ＳＯ３とし，カリ明暮はAlxOx,３ＳＯ３ＫＱＳＯ３＋２４ＨＯと
記されている。この分子式の書き方は１８５７年にオラン
ダ・ユトレヒト陸軍医学校の化学の教授であったファ
ン・デルブレックが著作したテキストのものと同じで
ある(13)。さらにＳＯ３を硫酸と呼んでいる事からも分か
る。この事は明治２年（1869）のハラタマの講義は古い
資料を基に行われていた事と示している。この時代は西
欧の化学が犬きく発展した時であった事はミラーのテキ
ストが示している('４．１５)。本書は1867年(慶応３年）にロ
ンドンで出版されている。リッテルは明治３年12月
（1870）に来曰して，ハラタマの後を受け大阪舎密局で
化学の講義を行った。彼は受講した生徒が容易に理解出
来るように考えて講義したと言われている('9)。その事は
「化学曰記」初編から読み取ることが出来る('1)。しかし
その内容はハラタマの講義よりも進んだものであり，例
えば「近来化学ニオイテハ水素気ヲ一位トス。例（水素
ヲ－トシ酸素ヲ十六トスルガゴトシ，コレハ水素ハ諸気
体中最モ軽ク且ツコノ方二由レバ気体元素ト化学量トソ
ノ比重トー致スルノ便利アレパナリ｡」と述べて，これに
基づいて元素化学量表の化合量（原子量）を酸素16,炭
素１２としている。「化学曰記」初編と二編には非金属元
素について記されており，その主な化合物の分子式およ
び化学反応式をまとめて表Ｖとした('1)。まず分子式の書
き方は上記のハラタマのものと同様であり，Ｈ３Ｎの様に
分子中の原子数を示す数は上付き文字で書かれている。
水の分子式はＨ２０と記して,塩化アンモニウムはＨ３Ｍ
ＨＣｌであり，アンモニウム「ラジカール」（基)の考えは
無かった事を示している。さらに窒素酸化物の項にはＮ２
０ｓ（2,5-酸化窒素，硝酸無水物）を「硝酸」または「水
無キ硝酸｣，N203を亜硝酸（水無キ亜硝酸）とし，ＨＯ
（ＮＯ２)を水化硝酸と記している｡硫黄酸化物の表記も同
様である。この事はファン・デン・ブレックのテキスト
で硫黄酸化物の名前が同様な方法で記載されている事と
一致する('3)。この事実はリッテルの講義した化学はまだ
ファン・デン・プレックの時代のものを受け継いでおり
最新の化学では無かった事を示している。
リッテルの着任４ヶ月後に来曰したスロイスは同じ時
期に金沢医学館と続いて金沢理化学校で基礎医学の－教
科として化学の講義をした。その記録は受講した藤本純
吉と藤井貞為によって残されている(7,8.9)。その講義の内
容は既に概説したものから明らかなように当時の最新の
化学であり，ハラタマ，リッテルの講義と比較して遙か
に進んだ内容の「近代化学」であった事がミラーのテキ
ストの内容とスロイスの講義を比較する事によって証明
された。この事は金沢での化学教育のレベルが大阪のも
のよりも高度なものであった事を意味している。さらに
これが当時のわが国で最も進歩したものであった事は次
の事柄から明らかである。
リッテルは明治５年（1872）に大阪舎密局での任期を
終えて東京開成学校に移った。この東京において明治９
年７月（1876）に文部省によりリッテルの「化学曰記」
は出版ざれ広<読まれた。この事は当時の東京での化学
は「化学曰記」レベルであった事を意味し，スロイスの
化学のレベルでは無かった。また，幕末から明治初期に
多くの外国人教師が来曰している。７０年代初期に来日し
たオランダ人医師はハラタマ（在曰期間1866-1871，長
崎，大阪)，スロイス（1871-1874，金沢)，レーウエン
（1870-1879，長崎)，プツケマ(1871-1888，大阪，東京，
横浜，長崎)，エルメレンス（1870-1877，大阪）等が挙
げられる(２０)。また，リッテル(1870-1874，大阪，東京)，
米人グリフイス（1870-1872，福井，東京)，クラーク
（1871-1873，静岡，東京)がいた('2)。前記した様に彼等
のなかで従来わが国の化学に貢献したといわれているの
はハラタマとリッテルのみである。グリフィスとクラー
クは開成学校に移っているから，リッテルと同じであっ
たと推定される。ブッケマとエルメレンスはリッテルと
同じ時に大阪にいた。この様に見てくるとリッテルの｢化
学曰記」の内容以上の化学を指導したものは大阪，東京
にはいなかったと云える。
スロイスの非鉱属部分の合成反応および分解反応のリ
スト（表II）とリッテルの引用した化学反応（表Ｖ）は
－１２
表ｖリッテル『化学日記』第二篇に見られる主な分子式，反応式('1）
Ｎ２０亜酸化窒素，ＮＯ酸化窒素，Ｎ203亜硝酸ＮＯ２次硝酸ＮＺＯ５硝酸
Ｈ３Ｎｍ＋Ｈ⑪＝Ｈ３ＮＨｄ
酸の分子式
一塩基酸ＨＯ.(NOⅡり，二塩基酸Ｈ2.02.(S1vOn2），三塩基酸Ｈ303.PvOⅡ）
無水酸水無ｷ酸水化酸
例無水硫酸（SO2）.02.(SO2リ＋H202H2＝２H2.02.(SO2リブk化硫酸
H2S203＝Ｈ202.(S2C）Ek:亜'6繊,H2S508＝Ｈ202.(S50O五碗唆
H2S406＝H202.(S40d）四硫酸，H2S806＝Ｈ2.02.(s304)三硫酸H2SO3＝Ｈ2.02.(so）亜l繭駿
H2S206＝Ｈ2.02(S20d)次liMH酸，H2SO4＝Ｈ2.02.(SO2）硫藤bH2SO2＝ｎｏ(SHO）亜疏水酸
6２
7０
7７
(以下に各Ni澱の製法あり）
酸硫化炭素Ｓｏｏ，CS2，BaS2(CSD
２CO2＋3s＝２COS＋ＳＯ２，ＨSCN＋Ｈ２０＝ＮＨ３＋ＣＤＳ
摂素セレン，水化囲琵酸Ｈ2.02.(SeOﾘ，水化摂酸Ｈ２02.(SeO2)，塩類
Ａ9202.(SeC》＋２Ｂｒ＋Ｈ２０＝２A8Er＋Ｈ2.02.(SeO2リ
亜Ji《)酸H2DMIbOリ的素テルルゥ的酸H202nbO2リ
Ｎ204次硝酸
Ｎ204＋Ｈ２０＝HOOqO2）＋ＨＯＧＪＣリ
９HOqVO2）＋４Ｚｎ＝4ZnO2GlO2)２＋3H２０＋ＮＨ３
Ｐｖ２０ｎ５＝ＰｖＯｎＯⅡ3.ＰＯｎ水無キリン酸
Ｐ205＋３H２０＝２H3PO4＝2H303.ＰＣリ正燐酸
Ｐ205＋Ｈ２０＝2m０３＝２ＨＯ⑪０２）異１割鏑酸
Ｈ2.02.ＰＯＯＨ＋ＨＯＰＯＯ２Ｈ２－Ｈ２０＝Ｈ2.02Ｅ０．０.P０．０２Ｈ２＝Ｈ4.0《ＲＯ３
Ｈ２０２.⑪200焼性燐酸
H303.ＰＯＩ正燐酸，ＭＩＨ2.03.⑪C），MI2HO8.(P０，Ｍ'303.(PCリ
ＭｇⅡ､NH4【０３⑪。燐酸アンモニウムマグネシウム
２Ｍn.03.⑭O》＝Ｍ`０４.(P203)＋Ｈ２０
２MgNHO3.⑰｡＝Ｍ92.04.⑪208）＋2NH3＋Ｈ２０焼性燐酸マグネシウム
２Na2HO3.⑪｡＝ＩＭＯ4.(P203)＋Ｈ２０
ＭＯ⑪02）,第一異性燐酸塩、以下第六異性燐酸塩まで
P203＋3H２０＝2H3PO3フk化亜鱗酸bHaO2.⑪ＯＩＤ
Ｐｑ３＋3Ｈｚ０＝H3PO3＋3ＨＣｍ
４H8PO3＝3H3PO4＋ＰＩＩ３力IF#粉解
４Ｐ＋3ＫＯＨ＋31120＝3ＫＯ⑰OH2）＋ＰＨ３次亜燐酸ポッタシウムの生成
２H3PO2＝ＰＨ３＋H3PO4
As203＋3H２０＝2Ｈ303.(AＪ亜HUM息AB205＋3H２０＝2H3.03.(ASOリ砒酸
塩素酸ＨＯＵＨ､０．０，HOCmO2，Ｈ0.CMO３
２ＣａＯ２Ｈ２＋4m＝ＣａＣＰ＋ＣａＯ２．．２＋2Ｈ２０
６Ｋ０．Ｈ＋６ｍ＝3Ｋm＋Ｋ０．．０２＋3Ｈ２０
8３
8４
8５
8６
8７
8９
9０
行の始めの番号は講義の回数の番号､例：９１は第九十一回
直接比較出来るものである。スロイスのものには現代の
化学教科書に見られる多くの化学反応が記されている。
さらに巻之一の通論，仮説では原子，分子の考えを説明
し，ダルトンの原子説を紹介して，化学における諸法則
を説明している。巻之二の通論では鉱属元素の分類と各
綱の元素の共通する性質を示している。さらに，結晶論
では無機化合物の結晶形状の系統について論じている。
さらに，アルカリ金属，アルカリ土類金属ではその焔色
反応について説明し分光学の紹介もしている。これらの
事柄の記述は無論，ハラタマ，リッテルの講義には含ま
れていても一部分であるか，全く含まれていないものが
多くある。
スロイスは講義の資料として次のテキストを用いてい
た事が今回明らかとなった。
本書の鉱属のアルカリ金属，アルカリ土類金属の編で
はそれぞれの元素の輝線スペクトルについて記されてい
る。これは分光学が1820年代より盛んに研究された学問
であり，ミラーもその研究を行った一人であったからで
ある('4)。図４に示した分光器の図は彼のテキストの図
と全く同じであり，これを引用したのであった。さらに
－１３－
／
水の水素,酸素よりの合成装置の図も同様である(図２）・
内容については，例えばアンモニアの名前の由来，原子
熱の話もミラーのテキストからの引用と考えられる。こ
の事実からスロイスは新しい化学知識をこのテキストか
ら多く吸収した可能性が大きいと考えられる。また，ス
ロイスは恩師ファン。デルブレックのテキストも参考
にしていた事は次の事柄より明らかである。酸化銅を水
素で還元して，生成した水の量と酸化銅の重量変化量を
測定して，水の中の酸素量を求める実験装置の図(，)は文
献(21)の図と全く同一である(図５）。この書籍には内表紙
に「金沢藩医学館」の蔵書印があり，またミラーのテキ
ストには「医学館」の押印がある事は，スロイスが参考
に使用した事柄を裏付けている。スロイスはさらに他の
テキストをも使用したことが推定出来るが，具体的に資
料を示すものはない。
以上，考察のまとめとして，明治初期（２年から４年）
にわが国に当時のヨーロッパの最新化学（近代化学）を
伝えたのはスロイス以外には見当たらない。簡単に表現
すれば「水の分子式をＨ２０」と伝えたのは彼であった。
スロイスの伝えた化学とリッテルの伝えた化学には内容
の大きな違いがあったにも関わらず，同じ時期に金沢と
大阪で講義されていた事実は注目される。スロイスは
1867年にロンドンで発行されたＷＡ・ミラーの新しい
化学のテキストを講義のために多く使用していた。これ
に対してハラタマ，リッテルは同じ時代に大阪で講義し
たにもかかわらずファン・デン・ブレックの時代（1857
年）のものによっていた。当時の情報伝達の悪さがこの
様な結果を生み出したのであろう。その結果リッテルの
講義録「化学曰記」が遅れた内容であったにも関わらず
時の文部省によって明治９年に刊行されている。さらに，
金沢理化学校の綜理は高峰精一であったが，長男譲吉は
大阪舎密局で学んでいたことは奇異に感じる。スロイス
の任期は３年で切れて延長の動きもあったが認められず，
教育はホルトルマンに受け継がれた。激動期のために医
学館の改変もされ，一時は医師たちが自費で経営する事
もあったが，その後文部省に認められ金沢甲種医学校，
第四高等中学校医学部，金沢医学専門学校，金沢医科大
学として存続され，戦後の学制改革を受け金沢大学医学
讓壽臺藝 鰹UU0mI
軽
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図４ 分光器，藤井貞為「舎密学」より(9)。
この図は文献⑬の図を引用している。
A・入射光用鏡筒，Ｂ・接眼レンズ鏡筒，Ｃ、スケール用鏡筒，Ｄ・試料用光源プンゼンバー
ナー，Ｅ・対象用光源プンゼンバーナー，Ｆ・支持台，Ｇ・プリズム。
ａ，ｂ・接眼レンズ調節ネジ，ｃ・プリズム固定ネジ，ｄ・レベリングネジ(スケール調節
ネジ)，ｅ・スリット調節ネジ，ｆ、スリット，９．入射光用鏡筒レンズ，ｈ・不透明ガ
ラス（スケールあり)，ｉ・観測用接眼レンズ。図の説明は文献(､Ｉによる。
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酸化銅の水素による還元により，水の中の酸素量を求める。
文献(9)の図は傷みがあるために，文献(21)の図を引用した。
Ａ：水素発生器，Ｂ：水素の洗浄，Ｃ，、，Ｅ：塩化カルシウム管での水素の乾燥，
Ｆ：酸化銅（既知量）の入ったレトルト，Ｇ：生成した水を貯めるレトルト，
図５
Ｈ：塩化カルシウム管。
リツテル述『化学日記』初編，二篇，文部省，明治７年５月，
明治９年７月２５日出版,御書物師出雲寺萬次郎,金沢市立玉川
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